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＜点   鐘＞ 会長 足立 常孝 
＜ロータリーソング＞ 我等の生業 

＜高山中央ロータリークラブ職業倫理基準＞ 

 

＜会長の時間＞ 会長 足立 常孝 
 

こんにちは。先週はお盆で例会は休会でした。 

本日は、暑さでうだるこの季節を、なぜ「夏」というのか

という話です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確たる根拠はありませんが、俗説の「夏」の語源は、「あ

つい」。 

これが「あつ」となり、されに転じて「夏」になったとか？ 

なんとなく「そうかも」という気になって調べると、「春」

は、植物の葉や芽が「張る」から、「秋」は、空気が澄み

きって風景も「あきらか」に見えるから、「秋」。そして「冬」

は、「ひえる」→「ひえ」→「冬」と。こじつけの感があ

りますが、言葉は永い永い時間をかけて成立しているので、

意外に俗説が正しいかも知れません。 

ＪＡＦの実験によると、真夏は、外気が 25度の場合でも

閉め切った車内は、わずか 5分間で 50度以上になるそう

で、車内に子供やペットを短時間でも放置すると、「あつ

っ」ですまない事故につながります。 

夏の異常な高温に気をつけましょう。熱中症から狭心症、

心筋梗塞に繋がりかねません。 

前回の第 933回の例会は、4名の方が欠席で出席率が 90％

台でした。 

会長の任期中は、外気温度より例会の出席率が、気になり

ます。 

どうか、私の任期中は、例会に出席するという「おつとめ」

を、お盆の墓参り同様に、よろしくお願いいたしまして、

会長の時間を終わります。 

 

＜幹事報告＞ 幹事 田中 雅昭 

 

◎国際ロータリー第２６３０地区ガバナー事務所より 

 ・ガバナー補佐交代のお知らせ（8/5ご逝去に伴い） 

   鈴鹿・亀山グループ 田口栄志様 →岩崎透様 

                   (鈴鹿西ＲＣ) 

 

◎ロータリー米山記念奨学会 

 ・ハイライトよねやま 149号 

 

◎米山梅吉記念館より 

 ・米山梅吉記念館 館報 

 ・賛助会ご入会のお願い 

 ・秋季例祭開催のお知らせ   

日時：９月１５日(土)１４：００～ 

場所：米山梅吉記念館ホール 

 

○高山ロータリークラブより 

 ・例会変更のお知らせ 

  ９月１３日(木)  

   ↓ 

９月１４日(金)高山３ＲＣ合同公式訪問例会の為 

 

○高山西ロータリークラブより 

 ・高山３ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会のご案内 

  日時：９月１４日(金)１２：３０～ 

会場：高山グリーンホテル「あすなろの間」 

 ・例会変更のお知らせ 

  ９月１４日(金)１２：３０～  

高山グリーンホテル 高山３ＲＣ合同例会 

  １０月１２日(金)１２：３０～ 

 飛騨高山ミルクプラント 職場訪問例会 

 

＜岐阜県環境生活部人権施策推進課長より＞ 

  ・人権だより №50 及び号外①② 

 

＜高山市文化協会より＞ 

  ・ユネスコ世界遺産ペルー写真展・講演会のご案内 

 

  

◆会長  足立 常孝   ◆幹事  田中 雅昭   ◆会報委員長 坂家 賢司  ◆会報担当 松之木 映一 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

934回 
51 名 51 名 38 名 － 74.51% 

前々回 

932回 
51 名 51 名 34 名 7 名 80.39% 

＜出席報告＞ 創立 1991年 5月 20日 

◇事務局  高山市花岡町 1-15 丸越商事 4Ｆ 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 
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Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 
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2012～2013年度 高山中央 RC会長テーマ 

「質素な運営 豊かな奉仕」 
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＜本日のプログラム＞ 
 

会員増強/職業分類/会員選考委員会 

地区会員基盤増強維持研修セミナーに 

参加して 

中田 学 委員長 
 

・全体概要について 

①6 月 17 日（日）12:00～16:30 岐阜都ホテルにて、約

200名の担当委員長、新入会員もしくは準ずるメンバー

の参加にて。 

②セミナー次第 

12:00 点鐘～委員長趣旨説明（会員基盤増強維持部門 

委員長 林 昭寿） 

挨拶（前ガバナー 石井惣司） 

挨拶（地区研修委員会委員長 桑月 心） 

12:20  挨拶・講話（ガバナー 村橋 元） 

12:40  基調講演（市川伊佐夫） 

14:15  テーブルディスカッション 

15:10  実施策の発表（堀口裕之 他） 

16:15  講評（カウンセラー 田中稔子） 

16:25  閉会挨拶（会員基盤増強維持部門  

アドバイザー 西川 実） 

16:30  点鐘 

 

・講話 「会員増強と維持について」  村橋ガバナー 

①委員会の名称変更 「会員拡大増強」→「会員基盤増強

維持」 

・基盤と言葉を使用、クラブの基盤強化は会員増強維

持、会員増強と維持がクラブの屋台骨を担っている

という明確な意思表示をするため。 

②増強と維持の重要性 

・世界のロータリアン右肩上がりで増加、日本 2630地

区のロータリアンはこの 14年間で 5000人から 3000

人へ激減→世界や地域にとって効果的なクラブにな

るためには、ロータリー仲間を増やすことが必要。 

③純増５％にトライ（田中ＲＩ会長） 

・今年、ＲＩ会長は日本の田中会長。2011 年にＲＩ理

事会で３％の会員増強率が承認され、会長賞の要件

となった。日本は田中会長が自ら純増５％を掲げた。

会員減少に歯止めをかける明確な意思表示。 

④そのためには、若い会員の増強と女性会員の増強 

・ポール・Ｐ・ハリスは３８歳でロータリーを創立、

東日本大震災では多くの若者が進んでボランティア

に参加した。３０～４０代の若者は奉仕への参加を

望んでいる。未だ、女性の入会を拒むクラブがある

のも事実。意識を変え、環境を変え勧誘にトライし

てほしい。入会金、年会費の見直しをしてみてはど

うか。 

 

・基調講演  

「今後の日本における会員増強維持について」   

市川伊三夫氏 

①市川氏略歴 

・慶応義塾大学経済学部卒～三菱銀行入行～専務取締

役を経て、（株）ニコン入社～代表取締役副会長を経

て、久光製薬（株）入社、監査役就任～現在に至る。

1990年、東京銀座ロータリークラブ入会、2011～2013

年度ＲＩ本部会員維持増強委員会 委員 

②会員増強維持についてのＲＩの方針（2011年 9月） 

・（イ）2015年 6月 30日までに会員を 130万人とする。

（ロ）地域差に配慮する。（ハ）いかなる地域も「会員

増強と維持」を計画に入れねばならぬ。 

③日本の目標「日本の３年計画」 

（2012年 3月 19日、第 1･2･3ゾーン合同会員増強維持セ

ミナーの結論） 

・資料別紙 

④今の日本、今のロータリー（ＳＷＯＴ分析） 

・資料別紙、クラブの未来像を考えるために大きなヒ

ントになる分析。 

⑤分析を受けて取り組んでみよう 

・新入会員の増加と退会者防止が大切。そういう意識

を皆で持つことに努めよう。入ってきた人や入る人

を決して落胆・失望させるな！ 

⑥若い人を入れよう、女性の力を活かそう、団塊の世代、

外国人を招きいれよう、試験的クラブ（Ｅクラブ）の活用 

・若い人→これからのクラブ運営（広報・経理処理・

コストダウン・連絡ツール）にＩＴが必要。それを

担ってもらうべき。 女性→人口の半分は女性。オ

リンピックや社会での活躍もめざましい。どんどん

関わってもらうべき。 団塊の世代→定年退職のサ

ラリーマン。職業奉仕という点で議論があるとは思

うが、ロータリーが彼らの地域奉仕への受け皿とな

れないか。外国人も同様。試験的クラブ（Ｅクラブ

をもっとアイデアを出して活用するべき。 

⑦今年は特別な年（田中会長の年） 

・今年は日本人がＲＩ会長、特別な年、純増５％を目

指してがんばりましょう。 

 

・所感 

会員基盤維持は新入会員を増やすことと退会者を防止す

ることが、車の両輪のようで、どっちが欠けてもダメで、

バランスよく取り組んでいく課題だということが、セミナ

ーに参加して、あらためてよくわかりました。 

 

8 月は、会員増強拡大月間ということで、「ロータリーの

友（8 月号）」に会員増強についての座談会が掲載されて

いました。参考になる部分をピックアップしてみました。

①新しいプログラムやプロジェクトを考え、積極的に実施

することで、やりがいが生まれ、クラブが活性化する。②

親睦活動を充実させることによって、会員の交流の幅と厚

みが増していく。③ロータリーをよく知らない若い人に対

して、ＰＲや交流の機会をつくる。④はっきりとしたイン

パクトのある名称「会員増強・退会防止委員会」の委員会

を設置することで、メンバーへの意識づけをする。⑤１人

入会ごとに新会員歓迎会を実施し、はやくに打ち解けても

らう。等がありました。 

 

地区、林委員長は、「増強の方法、会員の維持に秘策は無

い。会員同士が交流することでお互いを理解し信頼を深め

る素晴らしさを周りの人に伝え、興味を持ってもらい、共

感を持ってもらうことがすべてにつながるのではないか。」

と言われています。時代に応じた新しいアイデアにトライ

して、基盤の拡充に努めていきたいと思います。 
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所感           堀口会員 
 

6 月 17 日日曜日、会員基盤維持研修セミナーに参加させ

ていただきました。 

石井ガバナー(当時)、村橋ガバナーエレクト(当時)のお話

の後、ＲＩ会員・維持委員会委員第 2750地区パストガバ

ナー東京銀座ロータリークラブの市川氏より基調講演「今

後の日本における会員増強維持について」講演いただきま

した。 

休憩・コーヒーブレイクの後、テーブルディスカッション

を行い、今一度増強の大切さを再確認し、村橋ガバナーエ

レクト、市川講師の基調講演を聴き、気付きやアイデアを

見つけ出し、どうしたらよいか、どのような方法・手段が

あるのか、具体的な実施策を話し合いました。 

テーブル参加者は、可茂・美濃加茂・加茂東・高山・高山

西・高山中央の濃飛分区の面々です(下呂・可児は不参加) 

各参加者の意見の中で印象にあるのは、加茂東の会員数が

11名であるとの現状報告でした。 

ちなみに濃飛分区クラブの会員数は 6 月時点で、下呂 15

名(年増減-3名) 可茂 18名(0) 可児 27名(+3) 美濃加

茂 30名(-2) 加茂東 11名(-1) 高山 38名(-2) 高山中

央 50名(+3) 高山西 50名(+10)です。 

高山西クラブは年間 12名増加だったそうで、参加者であ

る新入会員の人によれば『知り合いが入会したので入った、

相談する仲間がいてよかった』とのコメントでした。 

基盤増強維持のヒントはこのコメントの中にあると感じ

ました。 

御静聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 

 

本日の出席率は 70％台でテーブルがすっきりしています。
来週は、第 2回目のガバナー補佐訪問例会です。出席率を
高めましょう。              足立 常孝 
 
昨日、お見舞いついでコンペで優勝しましたので、ニコニ
コへ。 伊藤 正隆 
 
8/18～8/19 と安曇野へテニス合宿に行って来ました。数
か月ぶりの試合をして夜は酒づけで大変でした。本日、税
理士会の研修で早退します。 平林 英一 
 

 
 
 
 

 

 

ＬＰＧＡツアー宮里美香初優勝・ヤンキースのイチローは
2 打席連続ホームラン・黒内は 12 勝目 以上よりニコニ
コへ。 高木 純 
 
昨日はゴルフコンペ、伊藤さん優勝おめでとうございまし
た。伊藤さんの優勝を誰一人信じなくてすみません。  

周 信夫 
 
本日早退します。 永田 富次 
 

 


